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巻頭言

地方参事官（支局長）
小林康弘

総括農政推進官
（支局長代理）

橋本藤之

新年度が始まりました。
静岡県の農林水産業に関わる皆様には、日頃より農林水産行政の

推進並びに各種業務への御支援、御協力を賜り誠にありがとうござ
います。

国内では、新型コロナウイルス感染症により、農林水産業及び食
品産業を含む我が国の経済・社会に大きな影響が生じております。
そのような大変厳しい状況の中、現場で御尽力されている方々に感
謝するとともに、新型コロナウイルス感染症等の影響を受けられた
皆様が、一日でも早く日常を取り戻せるよう、令和３年度も全力で
取り組んでまいります。

我が国の農林水産業は、人口減少に伴うマーケットの縮小や、農
林漁業者の減少・高齢化の進行など、厳しい状況に直面しておりま
す。農林水産業を将来にわたって維持し、更に発展させるためには、
農林水産業の有する潜在力を最大限引き出し、次の世代に確実に継
承していけるよう、魅力ある成長産業にしていく必要があります。

こうした中で、農林漁業者の所得向上を図るための一つの施策と
しまして、農林水産省をはじめ政府一体となり、農林水産物・食品
の輸出拡大に取り組んでおります。２０３０年の輸出額５兆円の目
標達成に向け、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」を昨年１
２月に策定し、輸出の障害を克服するとともに、輸出にチャレンジ
する農林水産事業者の後押し等に取り組んでまいります。静岡県の
基幹作物であります「茶」につきましても、輸出重点品目（２７品
目のうちの一つ）に選定されております。

私ども静岡県拠点では、「現場と農政を結ぶ業務」の更なる推進
に向け、農業者・事業者の皆様や関係者の皆様のもとに伺い、きめ
細やかな情報提供や施策相談等を通じて、現場の声を農林水産施策
に反映できるよう、また、静岡県の農林水産業の発展に貢献できる
よう、新年度からの新しいメンバーが一丸となって取組を進めてま
いります。

コロナ禍による業務見直しなどにより、皆様に御不便をおかけす
ることもあろうかと思いますが、本年度も皆様からの御指導・御鞭
撻をいただきますよう、よろしくお願いいたします。



令和３年度地方参事官室担当者をご紹介します

〈中部地域担当〉

静岡市・富士宮市・島田市・富士市・
焼津市・藤枝市・御殿場市・牧之原
市・小山町・吉田町・川根本町

〈西部地域担当〉

浜松市・磐田市・掛川市・袋井市・
湖西市・御前崎市・菊川市・森町

〈東部地域担当〉

沼津市・熱海市・三島市・伊東市・
下田市・裾野市・伊豆市・伊豆の国
市・東伊豆町・河津町・南伊豆町・
松崎町・西伊豆町・函南町・清水
町・長泉町

〈企画担当〉

あ静岡県全域
地方参事官室の総合窓口

農政に関する
意見・要望・質問を
お寄せください。

みなさまのところへ
お伺いします。
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種苗法の一部を改正する法律の概要

〜優良品種の海外流出を防ぐために〜

近年、我が国の登録品種が海外に流失しており、海外における産地化が我が国農産物の輸出に
影響することが懸念されています。日本で開発されたブドウやイチゴなどの優良品種が海外に流出
し、第三国に輸出・産地化される事例があります。また、農業者が増殖したサクランボ品種が無断で
オーストラリアの農家に譲渡され、産地化された事例もあります。
このため、登録品種の海外持ち出しを制限する規定を設けるとともに、登録品種の自家増殖につ

いて育成者権者の許諾に基づいて行うこと等とする種苗法の改正が先般の第203回国会で可決・成
立しました。
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農林水産省 種苗法※詳細はこちらをご覧ください。
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農林水産省では、コロナ禍で、地域の話合い等をどのように行っていくか悩んでいる市町
や県の方の参考としていただくために、「コロナ禍における人・農地プラン実質化の取組事
例（令和２年１２月現在）」をとりまとめ、本年２月にご案内してまいりました。
静岡県内からは、浜松市の取り組み「プレ会議を行って原案を作成し、全認定農業者への

郵送やホームページで広く意見募集」が、優良事例として掲載・紹介されています。
あらためて、掲載内容の一部をご紹介させていただきますので、人・農地プランの実質化

推進の一助になれば幸いに存じます。
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※ 詳細な資料が必要な方は、静岡県拠点地方参事官室までご連絡ください。
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農林水産省共通申請サービス本格稼働
農林水産省では、当省の所管する法令に基づく申請や補助金・交付金の申請をオンライン

で行うことができる農林水産省共通申請サービス（通称：eMAFF）を構築しました。
令和２年度から、経営所得安定対策などの一部の手続きにおいてオンライン申請の試行を

開始し、令和４年度までに全ての手続きのオンライン化を目指します。

春の農作業安全確認運動はじまる
農林水産省では、全国の関係団体・企業等のご協力の下、春作業が行われる３～５月、秋

作業が行われる９～1０月を重点期間として、農作業安全確認運動を実施しています。
令和２年に、農作業安全確認運動の目標として、農業機械作業に

かかる死亡事故を令和４年までの３年間で平成29年比で半減する
（211人→105人）との目標を策定し、対策を集中的に行うことと
しました。目標の達成に向け、令和３年においても、農業機械作業
への対策の強化が必要となります。

おもな取組内容
〇交通事故の発生データから得られた新たな知

見を農業機械の販売や現場での農業指導等の
場面において農業者に伝達することを通じて、
シートベルト・ヘルメットの着用徹底と、作
業機を付けた状態で公道走行する際の灯火機
類の設置を集中的に働きかける。

〇全国の農業者が安全研修を受けられる体制の
構築に向けた農作業安全指導員の育成を図る。

〈令和３年ステッカー〉

＜ 農作業安全指導体制の構築＞

農作業安全指導員の育成 農作業安全研修体制の整備
春の農作業安全運動
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就農情報ポータルサイト「農業を始める.JP」開設

都道府県・市町村の就農支援施策や、全国の新規就農相談センターが収集した求人情報を検
索できる機能も設けており、今後も就農情報プラットフォームとしての機能を拡充していきま
す。

「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」に基づく輸出産地リスト公表

農業をはじめる.JP

「農業をはじめる.JP」とは、農業に興味
を持たれた方や、これから農業を始めた
い方が、農業を知り、就農に向けて具体
的な行動を起こしていくために必要とな
る情報を一元的に閲覧できるポータルサ
イトです。
就農に向けて必要な情報を見つけられる
ように、情報を「農業を知る」「体験す
る」「相談する」「研修/学ぶ」「求人情
報」「支援情報」に分類しています。

令和２年11月に取りまとめた「農林水産物・食品の輸
出拡大実行戦略」では、マーケットインの発想に基づく輸
出産地の育成・展開を図るため、主として輸出向けの生産
を行う輸出産地を令和２年度中にリスト化し、輸出産地の
形成に必要な施設整備等を重点的に支援することとしてい
ます。

令和３年４月現在、静岡県からはかんきつ、茶やいちご
など９品目、28産地・事業者が「輸出産地」として選定
されました。

農林水産省は、食育の取組についての情報発信および普及・啓発を目的として、分かりや
すく単純化して表現した食育ピクトグラムを12個作成し、資材、食品等の商品の包装、ポス
ター、リーフレット、店頭のPOP、書籍、名刺等に自由に使っていただくために、ホーム
ページにて提供しています。

農林水産省は、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」に基づく輸出産地リストを
作成、ホームページに掲載しました。

「食育ピクトグラム」公表 HPで無料ダウンロード可能

食育ピクトグラム（抜粋）

食育ピクトグラム

使用にあたっては、「食育ピク
トグラム利用規約」を遵守し、利
用していただくようお願いします。
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第12回「フード・アクション・ニッポン アワード2020」受賞産品発表！

農林水産大臣賞！ 伊豆市食肉加工センター「イズシカ問屋」

高橋 誠さん(JAみっかび)農林水産大臣賞! 静岡県貯蔵ミカン品評会

日本全国の農林水産物の産品を食のプロが発掘するコンテスト
応募総数1,019品の中から、10品が選ばれ、静岡県からは2品が受賞しました。

「おひさまだい だいだい胡椒」山田屋水産（熱海市）
熱海特産のダイダイの皮に赤唐辛子などを加えた辛味調味料。
苦味と辛みが食材を一段と引き立たせ、魚料理や練り製品、麺
類など幅広い料理に合います。

「発酵旨味オイル」ヤマヤ醤油（浜松市）
伝統発酵食品「浜納豆」の旨味をオリーブオイルで閉じ込めて、
にんにくとバジルが香る万能調味料。
肉や野菜、パスタなどに混ぜるだけで本格イタリアンの味になり
ます。

〇農林水産省は、鳥獣被害防止や捕獲した鳥獣の食肉
（ジビエ）の利活用に取り組み、地域に貢献している
個人や団体を表彰する「鳥獣対策優良活動表彰」を実
施しました。
〇令和2年度は、全国8団体(個人)のうち、「伊豆市食
肉加工センター「イズシカ問屋」が、農林水産大臣賞
(捕獲鳥獣利活用部門)を受賞しました。高品質な食肉
生産と皮や角を活用した商品開発
により、伊豆市の地域ブラ
ンドとして定着す
るなどの活動が
評価されました。

フード・アクション・ニッポン

令和3年1月21日(木)に、第55回静岡県貯蔵
ミカン品評会が開催されました。
257点の中から、高橋 誠さんが農林水産大
臣賞を受賞しました。
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１ 摘採実面積

全国の茶の摘採実面積は3万4,300ha、摘採延べ面
積は7万7,800haでした。
静岡県の摘採延べ面積は2万9,000haで前年産に比
べて6％減少しました。

２ 生葉収穫量及び荒茶生産量

全国の生葉収穫量は32万8,800t、荒茶生産量は
6万9,800tで、前年産に比べてそれぞれ 2万8,600t
（8％）、1万1,900t（15％）減少しました。
静岡県の荒茶生産量は2万5,200tで、前年産に比べ
て4,300t（15％）減少しました。

「令和２年産茶の摘採実面積、生葉収穫量及び荒茶生産量」と「緑茶の飲用に関す
る調査結果」を公表しました。

農林水産省大臣官房統計部は、令和３年２月19日に令和２年産茶の摘採実面積、生葉収穫量
及び荒茶生産量を公表しました。

図1 令和２年産茶の都道府県別
荒茶生産量及び割合

農林水産省ホームページで、各種調査結果を公表しています。

令和2年産
荒茶生産量
6万9,800ｔ
（100％）

静岡
25,200ｔ
（36％）

鹿児島
23,900ｔ
（34％）

三重
5,080ｔ
（7％）

宮崎
3,060ｔ
（4％）

その他
12,600ｔ
（18％）

農林水産省大臣官房統計部は、令和３年２月26日に令和２年産度食料・農林水産業・農山漁村に
関する意識・意向調査「緑茶の飲用に関する調査結果」を公表しました。（18歳以上の消費者1,000人）
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図３ 緑茶を飲む理由（複数回答）%
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26.3
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緑茶は飲まない

飲食店（カフェやレストランなど）で提供

された緑茶

ティーバッグでいれた緑茶

茶葉（お茶っ葉（ティーバッグを除く））か

らいれた緑茶

緑茶飲料（ペットボトルや紙パックなど）

図２ 普段どのような緑茶を飲むか（複数回答）％

農林水産統計
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「わさび」

JR静岡駅より約1.8㎞（徒歩約25分）

バス：JR静岡駅北口10番のりば

県立病院方面「アイセル21」下車

関東農政局 静岡県拠点
〒420-8618 静岡市葵区東草深町７番18号
TEL 054-246-6121 FAX 054-246-6226

【地方参事官室】 054-246-6121

【経営所得安定対策等担当】 054-200-5500

【消費・安全チーム】 054-246-6959

【統計チーム】（経営・構造）054-246-0612

（生産流通） 054-246-6123

静岡県は産出額が日本一です。
高級食材として全国に出荷されています。


